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 昨日、市島地域の認定こども園・小学校の教職員を対象にし

た市島地域幼小合同研修会に参加しました。吉見小学校の 1年

生「国語」を授業公開頂き、その後で飯野祐樹准教授（兵教

大）にご講演いただきました。幼小の違いをわかりやすくお話

頂きました。以下、私の捉えですが簡単にまとめてみました。 

 こども園 小学校 

活動の時間 
制限なし。やりたいことが終わるま

で。もしくは飽きるまで 

授業時間という制限あり 

遊びの捉え 
遊びは目的 

遊びを通して様々な力をつけていく 

遊びは手段（生活科） 

遊びは目標達成のための手段 

先生の言葉がけ 子どもの発する言葉に色づけ 先生からの発問 

活動へのキーワ

ード 
熱中・夢中 集中 

 

子ども園の先生と小学校の先生が話をする際の共通言語とし

て「幼児期に育ってほし

い 10の姿」があること

や資質・能力についても

学びに向かう力をつける

ためには、子どもたちが

試行錯誤する機会が必要

子どもたちの学びと育ちをつなぐ 第 2回市島地域幼小合同研修会 

 



であることなど小学校の先生

方が子ども園の保育を参観す

る際の視点にもなると感じま

した。 

また、私たちが何気なく使

っている幼小の「連携」「接

続」については以下のように

違いを明確にしていただきました。 

連携・・・こども園と小学校の人同士のつながり 

接続・・・カリキュラム・しくみのつながり 

 夏季休業中に引き続き、地域の幼小で行う 2回目の研修会で

した。市島地域では現在 4校ある小学校が統合し、令和 8年度

には認定こども園単位の 2小学校になります。その意味でも幼

小の連携・小小の連携、小中の連携を大切にし、これまで以上

に子どもたちの育ちと学びをつないでいく学校園を目指してい

きたいと考えています。 

 

 【竹田小学校最後の参観日にあわせて開催します。】 


